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地域に広がる福祉の輪地域に広がる福祉の輪

社会福祉法人　日田市社会福祉協議会



日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
法
人

一般会計予算

支出合計
499,455千円

地域福祉推進事業
175,477千円

その他の活動による支出
34,537千円

指定管理事業
（保育園）
56,702千円

トレーニング・プール
9,363千円

共同募金事業他
8,103千円 寄付金

2,800千円
補助金
55,615千円

受託金
91,598千円

事業収入
4,105千円

介護保険
155,893千円

老人福祉事業
30,325千円

保育事業
62,726千円

障がい福祉　
サービス等

14,248千円

会費4,300千円

介護保険関連事業
166,780千円

障がい者総合
支援事業
16,736千円

指定管理事業（高齢者施設）
30,512千円

収入合計
493,776千円

施設整備等による支出1,245千円

その他
13,375千円

施設整備・その他の活動による収入
58,791千円

＊収支には法人内取引（22,194千円）を含んでいます。

当期資金収支差額
前期末支払資金残高

△5,679千円
152,750千円
147,071千円当期末支払資金残高

主な事業計画（概略）

　
地
域
福
祉
を
取
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
か
ら
の
4
年

間
で
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
住
民
相
互
の

交
流
の
機
会
が
激
減
し
孤
立
化
が
助
長
さ

れ
る
な
ど
、
よ
り
複
雑
化
し
た
課
題
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
今
尚
、
そ
の
痕
跡
は

根
強
く
残
さ
れ
て
お
り
、
共
に
支
え
合
う

地
域
社
会
に
向
け
て
の
再
ス
タ
ー
ト
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
度
の
主
な
取
組
と
し
て

は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
総

合
相
談
や
権
利
擁
護
な
ど
に
関
す
る
相
談

機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
潜
在
化

し
て
い
る
福
祉
課
題
や
既
存
の
資
源
把

握
、
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
努
め
、
地
域
に

お
け
る
生
活
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の

促
進
を
図
り
、
様
々
な
生
活
上
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
方
の
不
安
や
困
り
ご
と
に
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お

き
ま
し
て
は
、
新
施
設
と
し
て
津
江
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー（
長
寿
苑
）が
完
成

し
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
本
会
が
日
田
市

よ
り
指
定
管
理
を
受
け
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
入
居
者
の
方
々
に
は
新
た
な
施
設

で
の
生
活
に
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う
最
大

限
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
良
好
で
安

心
で
き
る
居
住
生
活
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
椋
野
美
智
子
氏
が
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

 

こ
の
た
び
、会
長
職
を

拝
命
し
ま
し
た
椋
野
美

智
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
行
政
、

大
学
等
で
の
地
域
福
祉

に
係
る
経
験
を
踏
ま
え

ま
し
て
、
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地

域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、
そ
の
職
責
を
全
う
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
会
長
紹
介

基
本
方
針 （
要
約
）

椋野 美智子 会長日田市総合保健福祉センター

令和6年6月1日　社協だより ひた　第115号2



日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
法
人

一般会計予算

支出合計
499,455千円

地域福祉推進事業
175,477千円

その他の活動による支出
34,537千円

指定管理事業
（保育園）
56,702千円

トレーニング・プール
9,363千円

共同募金事業他
8,103千円 寄付金

2,800千円
補助金
55,615千円

受託金
91,598千円

事業収入
4,105千円

介護保険
155,893千円

老人福祉事業
30,325千円

保育事業
62,726千円

障がい福祉　
サービス等

14,248千円

会費4,300千円

介護保険関連事業
166,780千円

障がい者総合
支援事業
16,736千円

指定管理事業（高齢者施設）
30,512千円

収入合計
493,776千円

施設整備等による支出1,245千円

その他
13,375千円

施設整備・その他の活動による収入
58,791千円

＊収支には法人内取引（22,194千円）を含んでいます。

当期資金収支差額
前期末支払資金残高

△5,679千円
152,750千円
147,071千円当期末支払資金残高

主な事業計画（概略）

　社協一般会費にご協力お願いいたします

１．地域福祉推進部門
 ・ 地区社協事業、福祉委員活動への支援 
（ミニデイサービス、子育てサロンなど）

 ・ 生活支援体制整備事業
　（地域包括ケアシステムの構築に向けた取組）
 ・ 生活困窮者自立支援事業（相談センター）
 ・ 災害ボランティアネットワーク連絡協議会の運営
 ・ 生活福祉資金・緊急援護資金の貸付
 ・ 福祉人材バンク事業（福祉職の就労斡旋）
 ・ ボランティア・市民活動センター
 ・ 各種相談事業（法律、障害年金）
 ・ 市民健康福祉まつりの開催　
 ・ 社会参加促進事業（手話・点字講座、音訳）
 ・ 赤い羽根共同募金運動（10～12月）
 ・ 福祉用具貸与事業（介護保険対象外）
 ・ 納骨堂管理
 ・ トレーニング指導事業
２．福祉サービス利用支援部門
 ・ 日常生活自立支援事業
 ・ 地域包括支援センターブランチ 
（前津江・中津江・上津江）

３．在宅福祉サービス部門
 ・ 居宅介護支援事業
 ・ 訪問介護事業
 ・ 通所介護事業
 ・ 福祉用具貸与事業
 ・ 介護予防・日常生活支援総合事業
 ・ 障害サービス事業
 ・ 障害地域生活支援事業

１．地域の実情に応じた支え合い活動の取組の推進   
（有償ボランティアなど住民相互の助け合い活動を推進してまいり
ます）

２．必要とされる福祉ニーズへの対策研究・独自となる事業開発   
（買物支援など生活支援事業に関する取組を推進してまいります）

重 点 目 標

４．指定管理部門
 ・ 日田市立おおやまこども園
 ・ 高齢者生活福祉センター 
（前津江・中津江）

日田市社会福祉協議会では、「みんなが安心して幸せに暮らせるまちづくり」を目指
して、地域福祉事業に取り組んでいます。地域福祉事業は、市民の皆様からいただい
た会費で行われています。会費は、社協が行う地域福祉事業を支える大きな力になっ
ており、欠かすことのできない財源です。本年度も、地域に必要な活動を行ってまいりますので、
会費へのご理解とご協力をお願いいたします。

社協会費は日田市の福祉活動に

大切に使われています。

●一般会費　1口　200円　市内の全世帯の方にお願いしています。（自治会に納入いただいています）

福祉・ボランティア団体の活動助成 「社協だより」の発行弁護士相談

HP・SNSの管理・運用
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掘
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福
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セ
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。
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介

基
本
方
針 （
要
約
）

椋野 美智子 会長日田市総合保健福祉センター

令和6年6月1日　社協だより ひた　第115号2



○
地
震
と
津
波
の
爪
痕
…

令
和
６
年
１
月
１
日
、珠
洲
市
で
は
震
度

６
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

多
く
の
建
物
が
被
害
を
受
け
る
中
、す
ぐ

に
津
波
が
押
し
寄
せ
、最
大
４
メ
ー
ト
ル
の

浸
水
害
を
記
録
。

家
屋
だ
け
で
な
く
、多
く
の
道
路
が
寸
断

さ
れ
た
た
め
、発
災
か
ら
２
週
間
近
く
孤
立

し
た
集
落
が
あ
る
な
ど
、支
援
開
始
に
時
間

を
要
し
た
地
域
で
す
。

○
日
田
市
社
協
の
職
員
を
派
遣

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、全
国
社
会

福
祉
協
議
会
・
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
４
月
24
日
～
30
日
ま
で
、
珠
洲
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

珠
洲
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、も
と
も

と
70
名
ほ
ど
が
働
い
て
い
ま
し
た
が
、避
難

先（
金
沢
等
）か
ら
、通
う
こ
と
も
難
し
く
30

名
ほ
ど
が
退
職
。

断
水
等
の
影
響
で
建
物
施
設
も
復
旧
し

て
お
ら
ず
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
事
業
運

営
が
出
来
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
は
、応
援
社
協
の
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
な
く
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
加
わ

り
、
１
日
25
名
ほ
ど
で
対
応
し
て
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、１
日
50
名
程
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
で
し
た
が
、珠
洲
市
ま
で

の
道
路
復
旧
が
進
ん
だ
こ
と
、能
登
鉄
道
が

全
線
運
行
を
開
始
し
た
こ
と
も
あ
り
、４
月

の
連
休
で
は
、連
日
１
５
０
名
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
被
災
者
に
寄
り
添
う
支
援

主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
、家
財
の
運

び
出
し
、災
害
ご
み
の
搬
出
な
ど
の
力
仕
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、災
害
ご
み
と
言
わ
れ
る
も
の
の

中
に
、思
い
出
の
品
が
入
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
は
、精
神
的
に
も
追
い
詰

め
ら
れ
て
お
り
、
最
初
は「
な
に
も
か
も
捨

て
て
い
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
り
、様
々
な
話
を
伺
い
つ

つ
、
支
援
し
て
い
く
な
か
で
、
気
持
ち
が
落

ち
着
き「
こ
れ
と
、
あ
れ
は
、
残
し
て
お
き

た
い
…
」と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、単
に
作
業
を
支

援
す
る
だ
け
で
な
く
、被
災
者
の
心
に
寄
り

添
い
、一
緒
に
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
体

現
さ
れ
て
い
る
支
援
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

石
川
県
珠す

ず

し

洲
市

　
　災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
報
告

↑発災から5カ月以上経っても
倒壊したままの建物

↑スタッフも全国から
集まり支援しています。

珠洲市は石川県北
端、能登半島の先
端に位置します↓
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就労準備支援セミナーを開催します

長寿苑が開所
新たな高齢者福祉拠点…

踏み出す一歩を応援します

津江高齢者生活福祉センター
ご連絡・お問い合わせ

募　集　要　項

TEL：0973-54-3300
日田市中津江村栃野4344-1

◦49才未満で、現在無職の方
◦自身でセミナーに通うことが出来る方
◦令和6年7月3日～令和7年3月5日まで
　月2回（水曜日）　計15回実施
◦10時から12時（職業体験時は15時）
◦場所：アオーゼ日田（日田市上城内町）

セミナー中はもちろんセミナー終了後もスタッフ
が継続してサポートを行います。
セミナーに参加して働くための一歩を踏み出して
みませんか。

令和6年4月 中津江村村民ホール跡
地に「津江高齢者生活福祉センター 長
寿苑」および「つえっ子こども園」が開
所しました。

この場所は、津江小・中学校が隣接
していて、児童・生徒や、こども園の園児、長寿苑の入居者、
そして地域の皆様と、様々な交流が生まれる場所として、活
用することができます。

また、集中豪雨や台風接近など、災害が想定される気象条
件等においては、福祉避難所としての役割も担っています。

こうした働くことへの悩みを持つ仲間や、ス
タッフと、人との関わり方を学んだり、仕事を
する上での心得、職業体験などを通して「働い
てみようかな…」と前向きな気持ちを引き出す
ことを目指します。

◦人付き合いが苦手…
◦自分が出来る仕事がわからない
◦生活リズムがバラバラ
◦働くこと、働き方に悩んでる…

このセミナーの目的

申込み・お問い合わせ
ひた生活支援相談センター (日田市役所内)
TEL：0973-22-5299　FAX：0973-28-5136
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○
地
震
と
津
波
の
爪
痕
…

令
和
６
年
１
月
１
日
、珠
洲
市
で
は
震
度

６
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

多
く
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建
物
が
被
害
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受
け
る
中
、す
ぐ

に
津
波
が
押
し
寄
せ
、最
大
４
メ
ー
ト
ル
の

浸
水
害
を
記
録
。

家
屋
だ
け
で
な
く
、多
く
の
道
路
が
寸
断

さ
れ
た
た
め
、発
災
か
ら
２
週
間
近
く
孤
立

し
た
集
落
が
あ
る
な
ど
、支
援
開
始
に
時
間

を
要
し
た
地
域
で
す
。

○
日
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社
協
の
職
員
を
派
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田
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社
会
福
祉
協
議
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は
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社
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福
祉
協
議
会
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社
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福
祉
協
議
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と
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携
し
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４
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～
30
日
ま
で
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珠
洲
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
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担
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こ
と
と
な
り
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し
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。
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。
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ッ
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く
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Ｐ
Ｏ
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り
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。
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入
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旧
が
進
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だ
こ
と
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登
鉄
道
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全
線
運
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を
開
始
し
た
こ
と
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あ
り
、４
月

の
連
休
で
は
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日
１
５
０
名
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え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
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参
加
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し
た
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搬
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。
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追
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捨
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ボ

ラ
ン
テ
ィ
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入
り
、様
々
な
話
を
伺
い
つ

つ
、
支
援
し
て
い
く
な
か
で
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気
持
ち
が
落

ち
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こ
れ
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あ
れ
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し
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お
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れ
る
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が
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く
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７
月
～
８
月
の
学
生
の
夏
休
み
期
間
を
利
用
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
自
身
の
成
長
に

つ
な
が
る
体
験
が
で
き
、
年
齢
も
職
業
も
経
歴
も
、

全
く
違
う
人
た
ち
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
は
保
育
の
道
に
進
み
た
い
！
福
祉
の

仕
事
に
興
味
が
あ
る
！
ま
だ
将
来
の
夢
が
見
つ
か
ら

な
い
・
・
・
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

夢
を
見
つ
け
に
き
ま
せ
ん
か
？

　
日
田
市
内
の
高
齢
者
施
設
や
障
が
い
者
施
設
、
認

定
こ
ど
も
園
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
、26
の
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏のボランティアに参加してみませんか？

参加するにあたってはボランティア保険への加入が必要です。
まずは日田市社協へお問合せください。
TEL：0973-24-7026

夏ボラ体験をあなたもぜひ！

フードバンクひた
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ひ
た
を
は
じ
め
て
４
年
。『
も
っ

た
い
な
い
を
あ
り
が
と
う
に
』が
浸
透
し
て
き
ま
し

た
。
日
々
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

集
ま
っ
た
食
品
等
は
、
５
月
19
日
に

「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」を
実
施
し
多
く

の
方
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
ご
支
援
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
方
の
想

い
も
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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●日　　時　令和6年８月10日（土）　
　　　　　　9時30分～ 12時（受付：9時30分～）
●場　　所　日田市民文化会館パトリア日田
　　　　　　ギャラリー（福祉・保育）・スタジオ１（看護）
●対 象 者　福祉・保育・看護の職場に就労を希望する方や

関心のある方

社会福祉法人日田市社会福祉協議会
日田市福祉人材バンク
TEL：0973-24-7026

日田市こども未来課
子育て政策係
TEL：0973-22-8317

日田市健康保険課
健康支援係
TEL：0973-24-3000

今すぐスケジュールをチェック!

2024年 福祉・保育・看護のしごと 就職フェア 開催!

判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者の権利を擁護する成年
後見人等の活動に必要な知識を習得し、権利擁護、地域福祉の担い手となる「市民後見人」
として活動できる人材の養成を目的に開催します。

第7期 市民後見人養成講座 受講生募集

●期　　日　令和6年　8月31日～ 11月23日のうち7日間
　　　　　　令和7年　1月25日～   2月22日のうち3日間
●募集人数　15名（受講条件があります）
●内　　容　認知症や知的障がい・精神障がいの理解、社会福祉に関する制度等について
　　　　　　成年後見制度について、成年後見人等の業務内容についてなど
●受付期間　令和6年6月3日～ 8月9日まで
●申し込み　電話またはFAX（定員になり次第締め切ります）
●連 絡 先　TEL：0973-24-7026　FAX：0973-24-3452

❶市内在住の25歳以上70歳未満の方
❷成年後見制度及び
　福祉活動に熱意のある方
❸すべての科目を受講できる方

受講条件

・福祉施設、病院（看護）との面談が出来ます
・福祉関係資格の相談コーナーを設置
・求職相談、求職登録を受付

◆参加無料　　◆予約不要　◆服装自由
◆履歴書不要　◆入退場自由

日田駅

日
田
バ
ス

タ
�
ミ
ナ
ル

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ

日
田
駅
前
店

至玖珠・大分

福岡銀行

筑邦銀行

大分銀行

明治パチンコ

日田市民文化会館
パトリア日田
�

三本松

本庄町

中央1丁目

福祉部門
問 

合 

せ

保育部門 看護部門

当日ブース訪問で
先着30名様に

記念品をプレゼント！
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テ
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まずは日田市社協へお問合せください。
TEL：0973-24-7026

夏ボラ体験をあなたもぜひ！
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。
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等
は
、
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月
19
日
に

「
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ー
ド
パ
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ト
リ
ー
」を
実
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し
多
く

の
方
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
ご
支
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頂
き
ま
し
た
皆
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ま
方
の
想
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も
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け
る
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と
が
で
き
ま
し
た
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編集発行／社会福祉法人 日田市社会福祉協議会　TEL 24−7026

環
境
に
や
さ
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

弁護士による無料相談事業
日　程 時　間 場　　　所

6/  5㈬
（受付5/27㈪ 8:30～）

13：00～17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

7/  3㈬
（受付6/24㈪ 8:30～）

13：00～17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

ひた生活支援相談センター巡回相談会
日　程 時　間 場　　　所

6/11㈫ 9：30～11：30 大山総合福祉センター

6/13㈭ 9：30～11：30 天瀬公民館五馬分館

6/17㈪ 9：30～11：30 中津江支所

6/17㈪ 13：00～15：00 上津江支所

6/20㈭ 9：30～11：30 前津江支所

7/11㈭ 9：30～11：30 小野公民館

7/12㈮ 9：30～11：30 五和公民館

7/17㈬ 9：30～11：30 大鶴公民館

7/18㈭ 9：30～11：30 夜明公民館

7/19㈮ 9：30～11：30 東有田公民館

▼香典﨤し （令和6年3月1日～令和6年5月15日 ）
日田本所受付分
●３万円　浅山　亮子　亡父 佐藤文夫  （秋原）
●３万円　梶原　英幸　亡父 中 （小山）
● 10万円　中野　和美　亡夫 隆之 （三芳小渕）
●５万円　河津　隆幸　亡父 右幸 （三芳小渕）
●３万円　髙瀬　享　　亡父 貞雄 （三本松２）
●５万円　永瀨　徳美　亡母 豊子 （朝日ヶ丘）
● 10万円　河野　泰敏　亡妻 ツキヱ （上城内）
●３万円　佐藤　大輔　亡父 正明 （有田）
中津江支所受付分
●１万円　片桐　律子　亡母 岩元富美子 （上津江町川原）
上津江支所受付分
●５万円　津山　俊照　亡父 明照 （川原）
天瀬支所受付分
●　－　　一市民　　　－　　－ （－）
●３万円　髙倉　直美　亡夫 充政 （馬原）
●　－　　長尾　幸男　亡母 春枝 （馬原）

●５万円　穴井　洋祐　亡父 美司男 （馬原）

▼一般寄付等
●48,343円 大分県農業共済組合中西部支所
　　　　　 女性部「リベルテ」日田支部　　
 社会福祉事業へ
●100,000円 三和酒類株式会社 日田蒸留所
 「いいちこ日田蒸留所 春の蔵開き」
 杯販売の益金を社会福祉事業へ
●6,000円 竹田　鎮雄　　
 社会福祉事業へ （大山町西大山）
●100,000円 二豊街商協同組合 日田支部　　
 社会福祉事業へ
●22,803円 三河町フリーマーケット
 災害対策準備資金積立へ 

▼共同募金（能登半島地震災害義援金）
●17,127円 ひた福祉就労センター

生活にお困りの方
お気軽にご相談
ください

一緒にお悩みごとに
ついて考えます

ひた生活支援相談センター
相談用LINEアカウントが
できました！

↑QRコードから友達登録をお願いします。
対応時間　平日9：00～16：00

※返答が遅くなることがあります。ご了承ください。

※秘密は厳守します。
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寄付寄付ののお礼お礼
敬称略

　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。

寄付寄付ののお礼お礼

掲　　示　　板


